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主催：高知大学地域連携推進センター域学連携推進部門／共催：芸西村 

申し込み日 各講座の前日まで 

申し込み先 芸西村企画振興課（ TEL 0887‐33‐2114 ） 
 

※当日の参加も可能ですが、できるだけ事前にお申し込み下さい。 

 

受講される方には 

テキストを配布し、 

３回以上出席された 

方には修了証書を 

授与します。 

 

 
     
       （開講式含む） 
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お子様がいらっしゃる方は事前にご相談ください。 



講座題目・講師一覧 
 

開催日 時間 講座の内容と講師 

第 1回 

 

7 月 20日 

（水） 

19:00～ 

19:15 
開  講  式 

19:15 

～ 

20:45 

題目 幼児の言語習得過程から、早期英語教育の課題と効果を考える 講師 松原 史典 

【内容】いよいよ「英語」が教科として小学校に導入されます。これは、英語という教科について、生徒

の成績評価が行われることを意味します。最近は、こうした早期英語教育にともない、子ども達の英会話

スクール通いもさらに加熱をおびているように思われます。まさに英語ブームと言えるでしょう。 

 しかし、そもそもどうして早期英語教育が必要なのでしょうか？それはどのような効果や利点があるの

でしょうか？そこには問題点や課題はないのでしょうか？ 

本講座では、こうした疑問に答えるために、幼児が本来どのようにして言葉を習得していくのかそのプ

ロセスを明らかにし、早期英語学習との関係を論じます。また、英語を学習する際に誤解されやすい点な

どについても考えます。 

第 2回 

 

7 月 27日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 発達障害の特性理解とかかわり方の工夫 講師 鈴木 恵太 

【内容】文部科学省の調査（2012）によれば、小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒のうち、発達障

害の可能性のある特別な支援を要する者の割合は 6.5%と報告されました。発達障害のある子ども達は生活

面や学習面で様々な困難さを示しますが、彼らに適切にかかわるためには、まず、その前提として、彼ら

の示す特性とその背景的機能を理解する必要があります。実は、この過程には、すべての子どものより良

い発達を促すための「かかわり方」における重要なヒントがあるのです。本講座では、子ども達の行動の

理解と、それに応じたかかわり方（ほめ方や叱り方など）について、一緒に考えてみましょう。 

 

第 3回 

 

8 月 3日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 
お金をかけずにできる子どもの可能性を引き出す教育（Vol.3）

― 考える力から考え抜く力・考え続ける力の育成へ ― 
講師 鹿嶋 真弓 

【内容】教育費にはお金がかかります。「お金をかければ賢い子が育つ」って本当でしょうか？子どもの可

能性を引き出す鍵は、「不思議だなぁ～、なぜだろう？」と考え続ける習慣をつけることです。そして、そ

の姿を『褒める』ではなく『勇気づける』ことです。お茶の水女子大学委託研究（平成 20年度）によると、

保護者の子どもへの接し方や普段の行動と学力との関係は、統計学的に有意な関係があることが明らかに

なっています。どのような接し方や行動が子どものやる気をはぐくみ、可能性を引き出すのでしょう。今

回は第３弾ということで「自己内対話を促進するはたらきかけ」についてもふれたいと思います。お金を

かけずにできる、よりよい教育の方法を一緒に体験してみましょう。 

第 4回 

 

8 月 24日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 地域とつながる楽しい子育て 講師 川俣 美砂子 

【内容】現代は、子育てが難しい時代になったと言われますが、芸西村ではいかがでしょうか。「小さくて

も元気で輝くむら」を目指して、活力ある村づくり、幸せを感じる村づくりに取り組んでおられる芸西村

では、きっと、健康で伸びやかな子どもたちが育っていらっしゃることと思います。 

子育ては、子育て世代だけで担うのではなく、子どもは村の子、社会の子です。地域の皆さんの温かい

眼差しを受けて育った子どもたちは、大人になってからも故郷を誇りに思うことでしょう。皆さんで力を

合わせて、助け合って子育てを行うことは、村の活性化にもつながるはずです。 

子育てに関する新制度や、日本・高知の子育てに関する課題、他地域の子育て支援の事例等を知り、よ

りよく地域とつながって、より楽しく子育てを行う方法を、皆さんで、考えていきましょう。 

第 5回 

 

8 月 31日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 子供たちから借りた地域の未来 講師 
受田 浩之 

赤池 慎吾 

【内容】「星の王子さま」で有名なサン・テグジュペリは、「地球は先祖から受け継いでいるのではない。

子供たちから借りたものだ。」と述べています。私は同様に「地域」も子供たちから借りたもので、希望に

満ちた未来を返す義務を負っていると考えます。本講座では子供たちから借りた芸西村の未来（ここでは

2050 年から 2060 年を想定します）に対して、今、私たちがやらなければならないことを共に考え、行動

を起こしていくきっかけを創っていく機会にしたいと考えます。 

20:30～ 

 20:45 
閉  講  式 
（修了証書授与） 

 

  

 HISIX FM 高知 http://www.fmkochi.com/  

             

－ ご 案 内 － 

『 THE こうちユニバーシティ CLUB 』 
 
～毎週日曜日 休日の朝のひととき  

【 9 時半からの 25 分間 】ぜひお楽しみ下さい。～ 

 

“THE こうちユニバーシティ CLUB”では、 

学生、教職員、OB・OG、保護者、そして 

高知大学の絶大なるサポーターである地域の皆様 

それぞれの目線で、高知大学が行っている教育、 

研究、地域貢献、また未来を創造する人材の育成、 

地域の皆様方との触れ合いについてお伝えします。  

高知大学ラジオ番組 

高知大学地域連携推進センター、 

域学連携推進部門では、いろいろな学習の場
を提供しています。 

なんでもお気軽にご相談下さい。 

お問合せ先：高知大学 地域連携推進センター 域学連携推進部門 

連絡先 ：TEL 088-844-8454／FAX 088-844-8556 

E-mail  ：kokaikoza@kochi-u.ac.jp 

HP URL ：http://www.kochi-coc.jp/ HP：http://www.kochi-coc.jp/ 


